The Plan of "Mass Party" in the Seiji Kenkyukai (Society for Political Studies，1924-1926) by 高橋 彦博
政治研究会における「大衆政党」の構想
著者 高橋 彦博
出版者 法政大学社会学部学会
雑誌名 社会労働研究
巻 17
ページ 99-135
発行年 1964-02-20
URL http://hdl.handle.net/10114/5429
－．９－J.､､. ▼ﾛ■可穴守戸ヨワー曄11
ザｂＴ
ＦＣ ￣い￣-．￣し‐~￣_・叩一一一一ｃ←￣.￣同時戸'.｡￣几￣.、．｡UiOPj.?！･･し゛.･･`'P. ！【
一九二○年代における労働運動の「方向転換」は、労農政党（いわゆる無産政党）の結成を労働運動の当面する課
題とした。しかし、｝」の無産政党形成への最初の共休的な取り組みは、労働組合運動の内部においてなされたので
はなかった。山川均が言うように、「無産政党の組織促進通勤」は、政治研究会において「初めて具体的な形で現
は起挫」のであり、この政治研究会とは、インテリゲンッイア集団にほかならなかった。
（２）
政論研究会二年間の活動については、すでにいくつもの記述がなされている。しかし、それらは、あまりにも簡
略なものであるか、または、あまりにも表面的なものに終っているきらいがある。以下では、政治問題研究会から
政治研究会創立大会へ、，さらに節二回大会、臨時大会へという経過についてのある程度、事実経過的な記述を織り
込みながら、その経過の中で、結成されるべき無産政党の党榊造がどのように榊想されていたかを究明することに
した。
政
治
研
究
会
に
お
け
る
「
大
衆
政
党
」
の
櫛
恕
九
九
政
治
研
究
会
に
お
け
る
‐
は
じ
め
に
「
大
衆
政
党
」
の
櫛
想高
橋
彦
博
⑭■UFT
。｝ノ 庁二羽？~γ`;iRY風.;１
，‘．，‘Ｕ
■
■
■
Ⅱ
Ⅱ
四
郎
叩
Ⅱ
４
勺
，
－
－
卍
政治研究会は、政治問題研究会の発展・改組したものである。
青野季吉、鈴木茂三郎、高橋亀吉、鰯中雄三等を中心とする政沿問題研究会が結成されたのは、一九二一一一年一二
（１）
月であった。この会の結成が簸初に話し合われたのは、一九二一一一年一○月であったという。それは、ちょうど⑩山
本樵兵衛内閣によって普選実施の方針が決定された時であった。
この会の目的は、「如何にして如何なる極の政党を組織するか」について、「各方面の意見を集めて、なるべく
広く諒解を求め、なるべく慎重に熟議を凝らして、気運の熟するままにおのづから一定の方針を見出すようにした
い」ということにあった。「政党組織の必要」については、すでに意見の交換が行なわれた結果、「大体において
（２）
一致」していたのである。，
政淌問題研究会は、一九二四年四月までに、六回の会合を開き、延べ七○余名の川席を得た。その結果、．股
大衆の政治的教育が甚だ不十分である」ということと、「我々目身まだ政治の実際問題に対して更に正確なる知識
を得なければならない」という結論を得た。しかし、一九二四年初頭には、館二次護憲巡劫が盛んとなり、同年五
（１）山川均「無産政党分立期」三八
はこの特災号のも９以下同じ。）
（２）ｊ政治研究会についての、これまでの記述としては、麻生久「無潅政党とは何ぞｌ謎兆せる労働農民党－」（一九二六年）
の第四章第三節、蒋茂人（鈴木茂三郎）「政治研究会の歴史的任務」（前掲『日本社会主義運動史』所収）、協調会『妓近
の社会述吻』ロ九二九年）の鋪一○瀧飾三節、などがある。
政治研究会における「大衆政党」の槻想
一○○
［川均「無産政党分立期」三八八ページ《》（『社会科学」一九二八年二月特集『日本社会主義運動史』所収。ページ数
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政治研究会は、まさしく「寄合世帯」なのであった。この「寄合仙紬、」としての政治研究会においては、結成さ
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事実、（８）
あった。
こうして、一九二四年六月、政治研究会への発展・改組が行なわれることになる。創立委員として挙げられたの
は、安部磯鮴、大川郁夫、概川蝦彦、祢橋凪吉、三輪か壮、布施辰淌、無川寿男、山崎今朝弥、平林初之軸、桶川
秀一、丸岡販売、新隅絡、小泉鉄、今野畷一一一、平野力三、木村盛、村肪帰之、茂森咄士、佐野袈裟笑う新井友三、
（４）
一二和一男、鈴木茂三郎、青野季吉、島巾雄三等であった。一見して、インテリゲンッィア集団として、しかも、混
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堺利彦は、当時、政治研究会の動きを、「先年の社会主義同盟が、更に著しくその範囲を拡大して、初めて木統
（５）
の政党として川現しようとしている努力」と榊仙していた。山川均は、後Ⅱ、政胎研究会に堺利彦、荒川寒村、山
川均が加わらなかったのは、「この三人の顔をそろえると、無論、弾圧がくるので遠慮した」からであった、とし、
さらに、鈴木茂三郎、青野季吉、黒川寿男など、「多分みな第一次共瀧党の関係者だと思いますが、あまり色のつ
（６）
いていない諸淋がやってくれた」と述べている。
（７）
麻生久は、政治研究〈蓉は「先づ将識階級巾の比絞的右傾分子の川に企剛せらるるに至った」、と記述している。
事実、一九二四年四月、日本フェビアン協会が発足しているが、政治研究会創立委員二四名中一一名がその会員で
題研究会の会瓜達は、「ただ研究や調未（３）
なければ…・・・」と考えるようになった。
月には、総選挙で護憲三派が圧倒的勝利を得ている。「政党組織の機運はいよいよ熟して来た」のであり瀞政治問
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政治研究会における「大衆政党」の構想
一○こ
れるべき無産政党が、さまざまな形で榊想されることになった。それは、具体的には、当面、政治研究会の性格を
どう規定するか、についての見解の加速という形で露呈するに至った。
（⑩）
政治問題研究会において作成された政治研究会設立趣意書の第一案〃『政治研究会』設立の趣』川〃は、政治研究会
（ママ）
の性絡を、「政党組織への一の準備階段」をなすもの、「之に必要なる調査と研究とを遂げ、あまねく無産民衆の
政淌的教育と川休的訓練」を促がすもの、と規定していた。政治研究会を、主として「調査・研究」の機関に限定
しようとする構想である。しかし、この案はｐ政治研究会創立委員会で採川するところとならず、起草委員”私案〃
（皿）
に止められた。
（吃）
「調査・研究」機関榊恕を否定したあとで発表された趣意訓川節二案、”政冷研究会設立について〃は、「政淌経
済外交社会その他百般の調査研究」をうたうとともに、「本会をして独力なる政党に成長せしむる」意図を明らか
（凪）
にした。また、これと同時に発表された〃政治研究会規約（草案）〃第二条は、会の目的を次のように規定した。
「本会〈無派階級ノ立場ヨリ政淌、外交、財政、経済、産業、労働、社会ノ諸間越ヲ訓在研究シ、之力対策ヲ確立
シ大衆ノ組織ト活劫トニョリテ日本社会ノ合理的改造ヲ促進スルヲ目的トスル。」
政治問題研究会から政泊研究会への転換にあたっては、政治研究会の「調査・研究」機関構想が否定され、政治
研究会は、むしろ、社会璽隼をＨ指す大衆運動を組織するものであり、そうすることによって、結成されるべき無
産政党の面接的な「組織母胎」となるべきものと構想されたのであった。
だが、事態は再転する。一九二四年六月二八日の政治研究会創立大会は、先の〃政治研究会設立について〃の一
部分にすぎず、しかも、会の性格を規定している主要部分を省いた〃宣言〃を採用した。また、「創立委員一同」
▼の舎拘によって、以下のような〃声明〃を特に発表した。「政治研究会は、その設立の趣旨にも明示してある通り、
（ママ）
無産階級政党組織への一の堆備階段として、広く全図同感の士の協力に侠ち、予め之に必要なる調在と研究とを遂
げ、将く無産民衆の政淌的教育と団体的訓練とを促さんとするものであります。……即ち政治研究会は、あくまで
（川）
も無産階級政党組織への一の過侃として、その唯備に従う団体であって、伽へ藤階級政党ではないのであります。」こ
れは、創立委貝会で否決された〃『政胎研究会』設立の趣旨〃を復活させたものであった。
さらに、〃規約〃第二条は、原案中の「大衆ノ組織卜活動トニョリテ」の部分が削除され、「本会〈無藤階級ノ
立場ヨリ政沿、外交、財政、経済、数行、砿業、労働、社会ノ諸肌腿ヲ調在研究シ、之〃対錐ヲ砿立シ、大衆ノ政
淌的組織ヲ促進シ日本社会ノ合理的改造ヲ川ス」に改められた。
政治研究会を、無産政党の直接的な「組織母胎「｜として育ててゆこうとする構想は、創立大会直前に覆され、政
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（旧）
このような、大会吹前の娠換は、鈴木茂一二川によれば、「総同盟の婆訓」によってなされたものであるという。
杉湘蒋一は、日本労働総同盟の幹部、赤松克麿、松岡駒吉、西尾末広等は「最初此ノ協議（政治研究会の創立ｌ引用
者）二参加シクニモ拘ラス自分等力応接中心ニナリ設立シ度イト云フ所謂総同盟帝凹主義ノ考へカラ一般的ノ組織
（肥）
トシテノ政治研究〈云二『サボターヂ』ヲ始メマシタ」と述べている。辮災、政治川越研究会に参加していた松岡、
．
（
Ⅳ
）
赤松、それに加藤勘十、上条愛一等は、政淌研究会創立委貝にも、創立大へ呑後に選出された政治研究会役員にも、
（旧）
一人として加わっていない。山川均は、このよ》フな総同盟の態度を、「狭陛な組合心理」と呼んだ。
総同阻は、すでに、一九二四年九月の中央委員会において〃政治研究会に対する態度〃として、「十分好意を以
政治研究会における「大衆政党」の棡想
一○三
桝司〆｜－
政治研究会における「大衆政党」の構想
一○四
（⑬）
て接する本」、しかし、当分は「各組合としても加入を錐控えること」を決議していた。同じ一九二四年九月の新
設の政沿部会でも、「政活研究会に関係せざるを原則とし既に川入せるものはｎ発的に脱会し典の他は将来一切川
（釦）
入せざること」という態度を明らかにしている。これは、いわゆる「総同盟帝国主義」ないし、総同盟の「狭醗な
紙介心理」に韮づく決識であったであろう。しかし、それとともに、総同盟には、無産政党は「艦氏組合と協識し
（副）
て組織に蒲手するものとす」という、無産政党結成についての特自な胱惣があったのであり、これが、総同川とし
て、インテリゲソッイァ染団政治研究会が、無産政党結成のイニシァティーヴを握ったり、結成されるべき無産政
党の面接的な「組織母胎」となることを意図したりするのを歓迎できない主な理山となっているのであった。
以上のような、政治研究会創立大会をめぐる問題状況は、政治研究会の内部において、少なくとも、二耐類の傾
向の、無産政党なり政治研究会なりに関する構想が、相対立して存在していたことを示している。その一つを代表
するのは青野泰吉の榊想であり、他の一つを代表するのは鈴木茂三郎の榊恕であった。
青野は、当時無産政党について、普選の実施までは、それを組織する必要はなく、「無産階級政治行動、政党組
（蝿）
織等の研究会で良い」と考えていた。政給研究会については、「政党組織の気運を促進するという使命を持って生
れた団体」であり、「恥独の社会党の如き形態をとって、政党化するごときことがあれば、それは決して瓢ましい
（、）
●
０
０
０
０
０
０
●
●
Ｃ
Ｄ
０
０
川発ではない」としていた。これに反し、鈴木は、後川の記述であるが、「政研が無産政党をつくる一川接の母胎と
なることについては、そこまで政治的進出をしていなかった労勧紐合川に反対もあったので、規麹叩二条の政研の
（別）
Ｎ的には…．：母胎のことは綱っていない」としている。鈴木によれば、労例組合側の反対のためへ創立大会の時は
そこまで踏み切れなかったが、政治研究会は凡結成されるべき無産政党の直接的な「組織杜胎」になるのが、本来
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のコースなのであった。
（麗）
青野も、鈴木Ｄも、ともに「節一次共産党」の関係打であった。また、この時期、多くのコミュニストがそうであ
ったように、ともに解党主義の立場をとるものでもあった。ただ、青野は、これ●も当時の多くのコミュニストと同
じく、山川均の影響下にあって、「大衆の中へ」という方向で、無産政党なり政治研究会なりを考えていたのに、
鈴木は、そうではなかった。青野は、一九二五年五月の記述であるが、「節一次共雄党」の絲験を、「先づ股も目
党めた無産階級通勤の分子を、地下的に結合して、その上に、大衆的政党を組織しやうとする、云わぱ二段の脚
立」の非収として捉え、この絲験が「私共に残した教訓』として、「無雌打政党組織の災際絲路としては、堆初か
（妬）
ら公然の行き方を選ぶ可きこと」を挙げている。率川野によれば、政沿研究会成立の「大きな意義」は、「新らたに
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出来る無産階級政党が、単独有志者の旗上げという、従来Ⅱ本に於て屡々企てられた社会民主党の政党組織型とは、
脚準午的に趣きを異にして、労働組合も、農民紐合も、思想団体・も、，個人有志者も、是れを打って一丸とした韮礎に
（幻）
於て組織さる可きを、陪一不した」ことにあった。
鈴木は、この時期、まだ水生鼎日日新川の記宥をしており、「全身を公然と大衆の前に雌」してはいなかった。そ
（配）
うなったのは、一九二八年の労伽農民党の解散、無産大樂趣沁の結成の時である。おそらくは、そういう事情からで
あろうが、この時期の鈴木は、大衆遮動の展開に祓接取り組む仕那はしていない。敞新的なインテリゲンッイア集
団の組織づくりを主としている。｜‐第一次共産党」関係者に対する検挙が行なわれたのは、一九二一一一年六月であっ
たが、この時、鈴木は、「労働迦劫、小作運動、其他社会巡勅の“野独肴その家族を防衛、救援、慰安する」ことを
（西）
［、的とする「防援会」への加馴を広く呼びかける運動を行なっている。この防援会の「関東発起人」四七名巾，一一
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（和）
名は、後に政茄研究会創立委瓜となっている。鈴木のドイツ社会民主党型の伽小藤政党柵想は、このあと、徐狩に灘
呈してくることになるが、鈴木のそのような構想は、「鮒一次共産党」時代のインテリゲンッィア錐川に限定され
た
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麻生久の一一一一脚う「右傾分子」に属していたであろう島中雄三は、政治問題研究会当時、「現在直ちに政党組織に着
（弧）
手するとせば、無脈階級巾の少数知識分子を中堅とする。例澆えば独立労働党のようなものより外ありますまい」と
の凡解を示しているが、これなど、どちらかと言えば、鈴木の榊想に机する結果になっていたであろう。
（１）川巾雄三少戎鞭の血賜を脚明すＩ政論研究会脱会に際してＩ。一九二孤年一二月、雌がⅢ。
（２）尚中雄三「『政治研究会』の生る上まで」（『政治巡動』一九二四年六月）。
、
－
ザ
１
１
。
（５）堺利彦「恭迩政党組織に関する恵児」（『マルクス主義』一九二四年九月）。
（６）山川菊栄他綱『山川均日仏』ロ九六二年）、川○八ページ。
（７）麻小、肋凋『祇脈政党とは何ぞ』、二一ページ。
（８）日本フェピγン協会の会員名は、同協会機関誌「社会主義研究』一九二四年二月獅戟のものによる。
陸安部、布施、山崎、新脇、小泉、今野、村凋、茂休、佐野、背野、勘巾である。
（９）少政治研究会の現状に就てず政治研究会執行委員会発行二九二五年三月（推定）、騰写別。
（、）『政治巡動』一九二四年六月。
（
ｕ
）
陶
巾
、
前
掲
弓
政
治
研
究
会
』
の
坐
る
人
ま
で
」
９
（皿）『政論巡助』一九二Ｗ年七月・伐点洲川行、以下Ⅲじ。
（画）布川。
（１）
（２）
（３）
（４）
局
中
、
前
掲
ヨ
政
州」とされている。
１
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局中、前掲「『政治研究会』
の
坐
る
人
ま
で
」
に
よ
る
。
た
だ
し
「
大
要
左
の
如
く
」
と
さ
れ
て
お
り
、
安
部
磯
雄
に
つ
い
て
は
「
保
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（羽）一九一一三年六月発行の疹防援会々則〃および〃入会案内書鰺による（いずれも鵬写刷）。防援会と鈴木との関係につい
ては、鈴木、前掲「ある社会主義肴の半生』、一四五’一四七ページ参照。
（卯）右同〃入会案内書。によれば「会員（関東部発足人）」の氏名は次の通り。☆印が後の政治研究会創立委員。而木忠
吉、猫俣都南雄、馬場価吾、☆新居格、前田河広一郎、松谷与二郎、☆山崎今朝弥、新防伊都子、細野三千雄、千葉雄二
郎、千蝿紅雌、☆大山郁夫、小川未明、奥むめを、尾池義雄、片山哲、吉川守邦、高山治郎巾、☆高橋岻吉、高橋松近
政治研究会における「大衆政党」の櫛想
一○七
（班）鈴木、前掲『ある社会主義》
考えていたのではなかろうか。
'■、〆■、
２７２６
、‐〆、－〆
右Ｔ１ｉ
ｌＴｉｊ野
、、
（皿）右同。
（皿）『政治運動』一九二四年四月、アンケートへの回答。
（鋼）青野季吉『熊産政党と社会巡動』（一九二五年）、二○ページ。
（型）鈴木茂三郎『ある社会主義考の半生』（一九五八年）、一六六’一六七ページ。
（泌）青野についてはぎうまでもあるまい。鈴木については、公没調査庁『日本共瀧党史（戦前）』（一九六二年。同年、現
代
史
研
究
会
翻
刻
）
五
七
ペ
ー
ジ
参
照
。
．
（卵）汀野、前掲『靴箙政党と社会巡動』三○’三一．ヘージ。
〆■、〆■、'角、〆へグー、〆自、グー、２０１９１８１７１６１５１４
、－プ、－'、-〆、‐'、－〆、＝’、－"い》わ。 創立大会決定の少鈍約珍参宣言。“決議紗”声明。は、協調会、前掲「最近の社会述動」五四二’五四三ページによる。
鈴木、前趨「政論研究会の歴史的任務」、三一七ページ。
東京地力裁判所節二刑本部少杉浦啓一子群訊問調謝〃（一九三○年）三五ノ四九’五○。
〃巾、前掲弓政治研究会』の生る上まで」。
山川、前掲「無派政党分立川」、三九○ページ。
大原社会問題腓究所『Ⅱ木労働年鑑、大脈十四年版』、三○三ページ。
協調会、前掲『股近の社会遮動』、五五○・ヘージ。中央委員会は九月六日’八日、政治部会は九月五、六日に開かれて
前掲『ある社会主義者の半生』、一七七ページ。鈴木は、職業政治家への転身の契機として、無産政党の紬成を
一九一ページｃ
一Ｆ －J;”…Ｉ一十
創立大会で、政淵研究会は、「無産階級政党ではない」と戒明したが、創立大会後の活肋は、無産政党結成促進
の
た
め
の
「
調
査
・
研
究
」
活
動
で
一
貫
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
〃
声
明
〃
を
無
視
し
、
結
成
さ
れ
る
べ
き無産政党の面接的な「組織侃胎」を目淵す組織づくりの力向に価っ大活動を雁附した。
たしかに、一方では、「調交、研究」派肋としての伽雌政党綱価案の作成が、調交委且会を小心に洲妨された。
そ
こ
で
は
、
小
ブ
ル
ジ
ョ
ア
・
イ
デ
オ
、
ギ
ー
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
一
九
二
四
年
八
月
の
節
一
回
訓
在
委
、
会
で
、
商
橘
瓜
吉
は
、
「政溢的には自由主義、経済的には社会主義を基調とす」という主張、すなわち、「ソーシャル・デモクラシーの
立場を立場としようとする」主張を行なったが、「調査委員中一人として異存を挿む者はなかった」と伝えられて
一九二四年一一月上旬には、高橘虹吉、大川郁夫、平林初之輔の三人に私案作成が委嘱され、何年一二月には、
一応の成案を凡るに至った。その内容を一瞥すると、〃経済綱領の概要〃（高橘虹商私案）では、国民生漸を積極
的に向上させる「根木方蛾」として、二、税極的に産業の振興を計り、生産を墹加し、労働状態を改善すること。
（１）
いる。
政沿研究会における「大衆政党」の構想
一ｏ八
郎、川Ⅱ岻造、中川敏夫、室伏商信、械田好太郎、野坂鉄、野坂魂子、野田豊、山川菊栄、松本悟馴、☆布施辰治、藤森
成吉、古市春彦、☆小泉鉄、小牧近江、小見山とみえ、川井盛之、☆青野季古、．有偽武郎、赤松克職、秩川雨筏、堺利
彦
、
北
沢
新
次
郎
、
☆
三
輪
寿
壮
、
☆
脚
巾
雄
三
、
下
中
弥
三
郎
、
☆
平
林
初
之
輔
、
☆
鈴
木
茂
三
郎
。
な
お
、
こ
の
◇
案
内
謝
鰊
に
よ
れ
ば、防援会が批立されたのは一九二三年四月二○Ⅱであった。
（、）「政治迎動』一九二四年六月、アンケートへの回答。
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１
１
二
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マー・
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ｒ
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上
二、淵極的に分配を改革して蔵を打効に利川すること」の二点が挙げられている。〃政淌綱慨の概要〃（大川郁夫、
平林初之輔私案）の「大眼目」は、「世界平和、凹氏の日山平等」にあり、選挙権の拡張、貴族院の改革、治安警察
（２）
法の改疲などが、「懲法の許す価Ⅲ」で主狼されることになっている。
政瀦研究会は、このような「調査・研究」派勅の一力で、大衆細織化の派助を、執行委貝会を中心に股附してい
創立大会肛後の一九二四年八月現在では、支部発会式を挙げたのは二個所、支部結成の肋きがある所は一○個所
（
３
）
「
（４）
糸であった。それが、大会後約半年経った一九二五年一月現在では、一二支部六区会、一九二五年四月現在では、
（５）
六府県評議会五三文部と糀告されるに至っている。
会員数については、一九二五年三月発行と推定される一文書が、「創立後僅か半歳にして、当初の会負数の約十
（６）
六倍、次の二ヶ月間に於て会員数亦過去半ヶ年の入会者数を超過するの成統」を得た、としている。加立大会当時の
（７）
会員数は二○○余名であったから、一九二四年一○月には一一一，○○○名を超えていたことが明らかである。なお、
一九二五年三月の総伺捌節一四年大会においても、政治研究会の会且数を、東京一、○○○余名、川崎市四○○余
（８）
名、横浜巾二○○余名ｙ群馬県約一、○○○名、長野県約四○○名、計一二、○○○余名と報告している。
このような大衆組織化の活肋は、政沿研究会を結成されるべき無産政党の面接的な「組織阯胎」と榊恕する立場
からすすめられたものであろうが、それとともに、このようにして組織された大衆の多くも、何じょうに、政治研
究会を捉えていた棋柧である。一九二四年二月、〃政流研究会にたいする当面の希望〃というアンケートに対す
（９）
る会員の回鱒が発表されているが、その回籍は真二つに判れている。回答の一つの側では、政治研究会を「無産政
政治研究会における「大衆政党」の綱想
一○九
った。
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Ｉ
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１
１
１
１
＝－－￣Ｆ－戸－－－－，￣て
政治研究会における「大衆政党」の構想
一一○
党樹立の気述促進の研究団体」として、会に、調査・研究、政治・綴済の解説、汕説会、農村巡回洲減会、Ⅱ刊新
側の発行などの漸助を要諦していた。回籍の他の一つの側では、政淌研究会を「実際的政淌迦動の初歩的機関」と
●
０
０
●
●
●
□
０
０
●
●
●
●
●
●
●
●
し、会に、「即時政党組織に変更乃至論手すること」を要請していた。後者の一別者に対する比がどのようなもので
あったかは不明であるが、ここには、政浴研究会を無旋政党の祓披的な「靴微仰胎」とする胆雅が、歴然と示され
一九二四年一二月、治安維持法案が発表され、同時に、それへの反対運動が全国各地で発生するや、政治研究会
（川）
執行委貝会は、これに納力的な取り細みを几せた。政胎研究会のこの問題に対する一九二五年二Ｎ中の助きは、政
治研究会が、もはや一つの行助団体として機能していることを示している。この当時の〃入会巾込訓〃には、〃規
約（抄）〃として、「本会は政淵の研究とその改赦を目的とする」という、〃規約〃鋤二条の行動団体的解釈が公然
政治研究会は、「調査・研究」機関というよりかは、鮎成されるべき無産政党の面接的な「組織母胎」を目指す
行肋団体として、加立大会後の一年川を過した。この方向は、節二回大会で確認されることになる。
一九二五年四Ⅱ一九日の節二回大会で、訓読委且会は、「綱価作成上の立場」として、経済綱領と政治綱領作成
（岨）
上の原則を報告しているが、その内容は先の〃一両橋私案〃〃大山・平林私案〃と同様なものであった。「産業の振
興」「分配の再整理」「労働の効率の向上」を三木の柱とする経済綱領草案に対しては、調森委貝会の内部におい
ても批判が発生していたが、それは、大会においては、訓盗委貝会全休への不倫を拙く結采になった。この川の経
緯を、鈴木茂三郎は次のように要約している。「政研調査委員会は、大正一三年一二月、高橋氏の経済綱領（但し
（Ⅲ）
とうたわれていた。
政治研究会は、
行肋団体として、抑
ている。
▲
戸〒＝下戸＝恵一匂い￣平－－７〒－戸Ｔｆ
５ ｄ｣ 了已￣,､~･ﾜﾇｰﾏ思碑預珂睡肩F示一マツ乎テパａ
己一Ｌ
政簸）の説明を聴取したのみで、節二Ｍ大会に、商椛氏をして委口会の訓在概要を報告せしめ、大会ばこれをいに
（幻）「
聴取し，大会の名に於て、改めて綱領、政簸の作製を決議した。」
節二回大会の中心は、〃規約〃の改正にあった。支部数、会員数の墹大を反映して、「笑際には規約の再製にも、
．
（
Ｍ
）
ひとしいほどの根本的の改正」が執行委瓜〈窓の捉衆によって行なわれることになった。将に、「組織及機側」のⅢ
（応）
題が、「改正案の主要点は此処にある」として強調された。
すなわち、〃旧規約〃は、木部の各種委員会を中心とする単純なものであったが、”新規約〃案は、支部を基底
として府県評議会・大会へ上昇する議決過職と、大会から中央委ｕ会・各緬委負会へ下降する執行過畷とに二分さ
れた、複雑な、しかも整理された構造を規定するものとなっている。なかでも、その文部規定は、「工場を叩位と
●
●
●
●
●
●
●
●
●
する支部の組織」を認め、〃旧規約〃が「会員三十名以上アル地カニハ支部ヲ設置スルヲ得」としていた点を、「会
●
●
●
●
●
●
（肥）
貝三十名以上ヲ有スル地域二於テ支部ヲ組織ス」と積極的な姿勢を一ホナものに改正されている。
なお、〃新規約〃案は、はじめ、会澱を「支部会貝二十銭、木部面胴会負三十銭」としていたが、規約改正委且
会で「支部会員十五銭、本部面属会員二十五銭」に修正されている。しかし、この修正案も、大会辮議の過漉で
は、「十五銭をとられたならば本部に祓接はいって居る人間の数の蝋へるよりも、文部の人員が減る」っ地力代議
（Ⅳ）
口の発言）とのⅢ山で否決され、「文部会貝十銭、木部戒川合貝二十銭」案が可決されている。政沽研究会下部機榊
は、すでに州当秘度充災していたと几ることがⅢ来よう。
鈴木茂三郎によれば、「無産政党の細微形態」は、この節二回大会における規約改正に「萠芽を発する」もので
あった。後に政拍研究会が拙く無産政党の榊恕は、この節二回大会で確立された「政治研究会のそれ日体の糾織形
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（肥〉
態」を「拡充したもの」にすぎなかったのである。
以上のような、政治研究会の、新しい方向への踏み切りに、会の内部に反対が無かったわけではなかった。たと
えば、青野季吉は、会の行動団体化が目立ちはじめた一九二四年の秋には、「私一個の考えから一一一一口えば、現在の日
本の解放迎助の当而の要務は、先づ何らかの形態に於て、労働階級の手によって、大衆を組織するということであ
（ｐ）
る。．…：小集団の附景気の気始などは、決して瀧命的でも何でもない」と述べている。
鈴
木
な
ど
に
よ
る
「
組
織
母
胎
」
構
想
の
実
現
を
抑
え
よ
う
と
す
る
反
対
派
の
動
き
は
、
州
当
に
強
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。
鈴
木
は、初め、「エ場を単位とする支部の組織」すなわち「産業班」を会の主要な臘成要素とする〃新規約〃案を作成
（鋤）
していた。しかし、これは否定され、前記の染が大会に提起されている。鈴木は、大会前には、〈恋貝の職業別、年
（皿〉
〈汕別の榊成を取り上げ、「斯様に雑然たる内容をもった無産階級の団体が、ｎ本の何処に在るであろうか」とし、
「たとえ政治研究会が、それ自体政党化する碓備を整えるものであるとの非難を向けられる事はあっても一層の努
（翅）
力を会員の教育と団体的訓練にそそぐ必要は真に己み難い実状にある」と規約改正の、幡拠を述べていた。それが、
大会の席上においては、「尚此の機会に巾上げて股きたいことは、此の草案を作製するにあたって……本会は政党
では無い、政党の規約を作製するのではないという点に私どもが特に注意した点であります」と言わざるを得なく
（型）
しかし、ともかく○も、政治研究会は、節二回大会において「組織を改造して陣容をととのえ」ることが出来たｐ
たてまえとしては、依然として、「調査・研究」とプロレタリアートの「教育・組織」の二本建てではありなが
ら、会の機構としては、行動団体の構成をとることを公然とした。政治研究会に内在していた「一個独立の政党的
では無い、祁（幻）
なっている。
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（妬）
色彩」は、ここで、表面に打叫、川されたのであった。
〆■、グ室、〆酉、グー、グム、'白、
１７１６１５１４１３１２
、-'箔.／、写ノ、‐グ、-〆、.'
（Ⅲ）「反治通勤日誌」ｓ政治研究』一九二五年三月）参照。政治研究会の「反治遮勤」への取り組み全般については『民
衆政治』鋪｜ザ、一九二兀乍山川一八Ⅲ、を参照されたい。
（ｕ）・入会Ⅲ込謝”一九二五年一月発行。なお、この時Ⅲ、町村会選挙に「当選確兆なる勤合は勿鶴、町村民の無順附級的
政治教育の必饗の為めに、各文部各斑で会貝の立倣補をなすは之を妨げない」（「民衆政治』節一号）との方針を示して
いるのなども、政治研究会の行動剛体化を示す一例であろう。
（⑫）少綱伽研究報侮概喫。鵬がⅧ、による。
（咽）鈴木、前郷「政治研究会の歴史的任務」、三二○ページ。
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（２）少無産政党綱領に関する報告Ｈ“
（３）「政治研究会会報（第二回）」（
（４）。政論研究会奥努炎（ご’一九一
（５）『民衆政満』第一Ｂ、一九二五作
（６）前掲。政沿研究会の塊状に枕て’
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（９）『政治研究』一九二四年一一月。
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』
前掲参規約改正理山書”。
胸中、肋掲．我等の立馴を両明すず。
少無産政党綱領に関する報告Ｈ鰺政治研究会調査委員会、一九二四年一二月、臘写剛。
「政治研究会会報（第二回）」（『政治研究」一九二四年九月）。
。政論研究会奥努炎（ご’一九二五年一月木現在ｌ〃執行委只会発行（推定）、鵬辱刷。
『民衆政満』第一Ｂ、一九二五年四月一八Ⅱ。
前掲。政沿研究会の塊状に枕てぴｃ
◆規約改正雌川沸診執行委貝会二九二五年四月発行（推定）、鵬が川。
◇Ⅲ水労働総川盟政論部柵告拙（節―ザ）◆（法政大学大脱社会Ⅲ題研究所綱『Ⅲ水労働組合那織会強料、－１以下『糾繊
武
料
』
と
略
ｌ
そ
の
四
、
八
山
ペ
ー
ジ
）
。
少改正案の税明書診執行委員会二九二五年四月発行（推定）、騰写剛。
◇政治研究会規約改砿箪染伊執行委員会・一九二五年四月発行（推定）、鵬写刷。
『民衆政治』第二渉、一九二五年五月一八日。
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政治研究会における「大衆政党」の構想
一
一
四
（胆）・規約綱草樂に対する意見書。特別委員・鈴木茂三邸、一九二五年一○月（推定）。鈴水茂三郎『私の歩んだ週」（一
九六○年）二○ページ以下所収のものによる。
⑮）冴野、前掲『無派政党と社会巡動』一八八．ヘージ。
（加）少政治研究会規約草案－本部案。鈴水戊三郎起草・一九二孔年四月発行（推定）。「脆梁班」を主要な櫛成袈糸とする紺
纈榊想は鈴木に特獅のものである。一九二五年九川の金川特別委倒会における鈴木の「恋梁的個人雌位主義」の腿Ⅲ（後
（皿）政沿研究会会員の職業別・年今別の櫛成については、次のような資料が報告されている。
述）を参照されたい。
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政治研究会は、一九二五年四月の第二回大会で、結成されるべき無産政党の直接的な「組織母胎」を目折す方向
を川らかにし、その歩みを蹄み出した。大会後、鈴木茂三川は次のように述べていも。「政淌研究会の今川の組織
形態を、やがて紬党する無産政党の組織Ⅲ脳に、放ちに鮎びつけて形えたのでは、雌迎なコヂつけに肺るを免れ難
いが、とは云へ、無産政党の組織形態に、少しでも近いものにお互いが造り上げてゆくことは、政党の組織の運用
（１）
にも俄れ、訓練の上から凡ても必要である。」
しかし、政治研究会の組繊沿肋、大衆行助の強化は、いわゆる「左魂」との接近を通味した。すでに「反胎述肋」
（治安維持法反対運動）展開の際など、その傾向が扇呈していた。杉浦啓一は一一一一ｍう。「期〃治安維持法反対運動〈全
労働階級力中心二為ツタノテスヵ共先醐二立ツタノハ束京一一於テハ関來地力評議会及上政流研究会テアリマシタ、
私〈当時政治研究会ノ実際ノ迎肋フシテ鵬夕商野突等ト辮接ナ干係ソ執リ共ノ反対述動ヲ遂行シタノテアリマシ
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（、）鈴木茂
（”）「民衆
（皿）山川、
（妬）麻生、’
鈴水茂三郎「第二回全国大会を迎ふＩ政沿研究会の塊状ＩＬｓ民衆政治』第一ザ、一九二五年Ⅲ月一八Ⅲ）。
「民衆政治」第二湯、付録、一九二五年五月一八日。
山川、前側「無産政党分立川」四○三ページ。
麻生、前掲『紙賑政党とは何ぞ」、一二二ページ。
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前掲参政治研究会現勢表（一）鰺による。ただし印刷不鮮明の部分は判読を行なってある。
『民衆政沿』第一ザ、一九二五年山川一八Ⅲ。
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政治研究会における「大衆政党」の構想
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夕、従ヅテ此ノ時ヨリ政治研究〈琴ノ中心分子ト側來地方評議会トハ愈狩強カニ捉擁シ政淌研究会ハ此ノ闘争ヲ皿シ
（２）
急激二左製的意識力商マツダノテアリマシタ」。
総同肌の鋪一次分裂によって、一九二五年五月、Ⅱ木労棚紐合評誰会が誕生し、政沿研究会に対する「左翼」の
態度が明らかとなった。評議会は、その創立大会で、無産政党の結成方法および政消研究会に対する態度決定の
態度が明らかとなった。一
〃決搬〃を行なっている。
まず、評議会の無産政党結成力法とは、「各無産団体の代表者」によって会議を開き、コだの雅礎を確立」し
たのち、「有力なる知識階級分子の川人参加」を求めて〃綱領・規約草案〃を起草すること、とするものであった。
同時に、評議会は、できれば、政淌研究会が、無産団体中心の結成叩伽協調会を「未制し巡行せしめること」とも
（３）
していた。すなわち、肝縦会は、雄木的には、「各無産階級個体」を結成されるべき無産政党の阯胎とする榊想を
描きながら、なるべくは、その母胎の一部分である政治研究会が、臥胎全休の「求制」「巡行」の役判を果すよう
に期待していたのである。
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吾々と見解を同じくするものである。しかしながら現在の政治研究会の会員はその大部分が無組織労働者並びに中
●
●
●
●
●
●
●
０
０
●
●
●
産階級に依りて占められている。斯の如き状態で発遠して行くことは将来伺会をしてプルジ璽了・デモクラシーの
（４）
政党の母体たらしめる虞がある。斯くては将来に於ける我だの無脈附級述勅の大狐失と一一両わればならぬ。」すなわ
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に、政治研究会内部の小ブルジョア的傾向に対する批判を明らかにするというのが、評議会の政論研究会に対する
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に民れが後ら三Ⅲまて○な政産
１１｝ｉｉｕ、、１１参、叩〃災い○一ると↑1<ｉ政来令吻こ水力Ⅱま等提める名九゜こ１ﾘ｢党
うの農の艇をザに識て。以二そる先な灘恥#雑冒馨芒堯製jIl志聚隷で糊：けが合符谷こ｛１１１、表と共労六、政柵・沿Iijfの戒の状のとの次ののは１m））１１:Ｉ治ｊｉｌｉ研究援立無〃〃が態の二J1$各１１１１二木研ｉｉｌｉ究会助一）産が提妥度よ’Jljil労休一艇究に会にをる政、縦当をう後肋働に’１ｌｂ会つなわなと党政〃だ法にの作組対、細はいり：逆Iiilli誘|舳瞥饗術lllii倉キ呆倉そくを司哀蝿ili鑿蕊責２１ヌニさ棚僕籠閃継＄定無｝こに－かがる日御別つ組政部な単党さ産対もｌｉＪ１ら必・に）'１１紙た合党でｌＷに些糊さ犬、！；へ窒尋'キ洲逵'キ蔑淵,,<ｌ１ｉｌい成政月産るｕあぅｊｌＺ１１Ｉ１１き治弓に右ｊＷｉプ魁る立治三政Ｌｇる例本く゛提研共｜Ｈ１の<ル.Ⅷ&薙毫禦餐$ii111湘測肥に会HＭｌｌｌｉえと組で致に無〃がでア飯のい’〃たし合Ⅲ〔}し対）)砿捉激は・大態て識･てのりまし政識化なイゼボgEiii誉llf悲尭繩竺*苫灯
側に。、政淵淑Ｌ２ｏ、組あ直た１ｺ，係力八一，’’'１１夫私１１微つ前こギ毒iIM当腱豐謹若妻||;噂ｸﾄﾞﾈ&つ就日H1［れ対治考氏機部１ﾘ１発・いへのイ|ミ｜］す研と組Ｉ)(１から想そてど夜八体る先し令Ｌらかでれ〃の）］が態会てか設、で捉碆溌百鴬織鯨$鳶溌木さ研に（'''１つ肋しの提シ゜け会れ究｜)'１機ざれＵ上よ識ヨのはた会か｜Ⅲり、のう〃翅も尻ｷﾘ↓廷悪i｣jiM蓉震をＩｆギニ
がこ委こるて雄が拶搬受、八成で貝とか居三成状成け無立は会とらら、功が貝る産の、がな、な鈴し送一こ政た司開つ成い水たら、と覚め農かた立か茂上れ○にや
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この決定は、悲壮なものであったにちがいない。なぜなら、日本農民組合の〃提議〃の受諾は、政治研究会を結
成されるべき無産政党の面接的な「組織母胎」とする椛想の挫折を意味するものであったからである。「組織母胎」
柵想は、プロレタリアートがｎら立ち上って弥働折・農民の政党結成に乗り出すに至っていない状況ではじめて意
（凪）
誰を持ち得るものであった。インテリゲンッィア染川としての政沿研究〈云の無産政党榊想は、はじめから、プｗレ
タリァートの自生的な肋きに対する弱みを持っていた。川本出氏細谷の〃提議〃は、まさにこの醐みを価いたもの
であり、それは、政淌研究会にとって、致命的な打繋となるものであった。
鈴木茂三郎は、率戒に述べている。政治研究会は、節二回大会で〃規約〃の「根本的改正」を行ない、それによ
って「会員を行動的組織のもとに動員する」ことがⅢ来るようになり、この上は、「階級的単一政党組織を具体的
Ｏ
０
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０
Ｏ
０
ｏ
０
ｏ
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）
に提唱」するばかりとなったその瞬間、日本農民組〈、に「主導権をさらはれた」、と。
政治研究会は、この後、「左派」の全面的な攻勢に合い、はじめ島中雄三、高橋亀吉等が脱会し、やがて、いわ
ゆる「左派」の中から鈴木茂三郎、大川郁夫、黒川か男等が分離・脱会、「左派」は、日本農民組合の”提議〃後
の状況に叩応して、政胎研究会を大衆教育何Ｍに転化させるという総過をとる。しかし、ここで敢要なことは、
「左派」の全而的な攻勢が展開される前に、Ⅲ木艇氏川合の〃捉識〃によって、節二川大会で碓立された政淌研究
会の独自な脈臓政党結成榊想が搾折させられているという那災であろう。
（１）鈴木茂三剛「独逸社民党の釦織」（『民衆政沿』節こけ、一九二瓦年五月一八Ⅲ）。
（２）東京地救、前掲。杉浦勝一子群訊問鮒謝令三五ノ兀一’五二⑫商野火は醜政市（野中誠之）とともに、政沿研究会木部
の術任謝紀であった（鈴木、前掲『ある社会主義稀の半生』一六六ページ）。
（３）“職制同盟全国入会畿案・一九二五年五月二四Ⅱ（「評議会資料』その一、山七ページ）。
政治研究会における「大衆政党「｜の構想
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川本殿氏組合の〃提議〃のあとの政治研究会では、もはや、インテリゲンッィァ集団としての独自な撫雌政党結
成の志川が、炎而的には現われなくなっている。しかし、政袖研究会の内部では、一九二五年一○月の大会までは、
伽雌政党の肱接的な「紐織母胎」という構想の残災が、「個人、位」主茂の組織榊想という形で存在し、「左派」
（凪）政治研究会は、先に見た少職業別分類◇からすれば、この時点では会員数のほぼ四○％が労働者で占められていた。し
かし、そのことは、画らに政治研究会本来のインナリゲンッイア染団としての性格、すなわち労働階級に対する先駆的役
剛
を
染
す
こ
と
を
狐
う
と
い
う
特
灯
な
発
想
、
に
変
化
が
～
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
レ
ー
ー
フ
を
引
川
す
る
ま
で
も
な
く
、
あ
る
糺織の階級櫛成と折導イデオＷキーとの間には机対的に独脚な関係がある。
（ｕ）節水、前掲「政治研究会の雁史的性枯」、三一七ページ。
（⑫），農民組合の提議に依る政党瀧揃機関に関する報告－第二１勺政治研究会中央委員会、一九二五年八月五日、鵬坏刷、
’■、／へ'■、’白、'■、夕■、グー、’■、11109８７６５４
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１
鋪一回醗噸》
た棋繊である。
に所収。
脚中雄二「に
『民衆政沿」
１
丁
。
１
１
胸中、前掲◇猟等の立助を狗明すび。
胸中雄三「大会の後に」（『政論研究』一九二五年五月）。
胸中雄三「『大会の後に．》の記氷に軌て」（『政沿研究四一九二五年化Ⅱ）。
脚中雄二「妖箙政党の柵成喫索に枕て」（『改造し一九二派年六月）。
『民衆政胎」節Ⅲひ、一九二兀年九月一五Ⅱ。
Ｃｌ州Ⅲｊｏ
政治研究会における「大衆政党」の棡想
回醗噸政党地仙協哉会当Ⅱ、参加団体の承偲を柵た上で川席を許可するという含みで、この◇捌待状◇が発せられ
川、「組織母胎」柵仙の残英
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第
二
川
大
会
の
あ
と
、
〃
綱
価
草
案
〃
の
作
成
に
は
、
高
橘
屯
吉
、
藤
井
伽
、
中
沢
弁
次
郎
の
三
名
が
あ
た
っ
て
い
た
が
、
一
九
二
五年七月に〃高橋案〃、同年八月に〃藤井案〃がまとまり、中央委員会が〃高橋案〃を無産政党組織準備委員会へ
〃政淌研究会案〃として提出する傾向が膿厚となった。八月中旬、この形勢を知った東京評論会は、直ちに木部に
対して「高橘、藤井両氏の綱柧私案を政研綱領案の雅礎としてはならぬ」旨の意志表示をするとともに、「全凶の
評議会又は支部に飛概」するという「猛烈な運動」を開始した。それと同時に、東京評議会は、〃綱領、規約草
案〃を決定するための特別委員会と緊急全図大会の開催を中央委員会に要諦、これは戒ちに中央委員会で承認する
の組織構想と激しく争うという見逃せない問題状況を展開している。
政淌研究会に対する「左派」の全而的な攻勢は、一九二五年六月二八日の評議会中央委且会決定、「秋極的に組
合労働者を参加せしむること、然して川入せる組合労働者は政沿研究会に於て常に前衛分子となりあらゆる問題に
（１）
付いても常に主動勢力として活動すること」から開始された。
励巾眺三批判は、政流研究会来京府評議会からⅢされ、同会中央委瓜会の決定となった。その結采、防小は、「左
（２）
派」に挑戦した「該記事の全部を抹殺」するとの〃声明〃を出すにいたっている。儲中の脱〈雪は時間の問題であっ
た。
（３）
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
この〃綱領挫
ととになる。
政治研究会は、無朧政党細織撫伽委、会のために、〃綱緬草案〃〃規約草案〃を作成しなければならなかった。
の〃綱領草案〃の準備過程で烏巾雄三・商橋亀吉が、〃規約草案〃作成の過程で鈴木茂三郎が、各々排斥される
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究
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一九二五年八月二一一一日、中央委員会と調査委員会の連合委員会が開かれ、ここに、〃高橋、藤井両案〃が提出さ
れ
た
ほ
か
、
東
京
評
議
会
に
よ
っ
て
調
査
委
員
佐
野
文
夫
の
起
草
に
な
る
〃
綱
領
私
案
〃
が
提
出
さ
れ
た
。
右
・
中
・
左
の
各
派
を
代
表
す
る
三
案
が
出
揃
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
中
、
〃
佐
野
案
〃
は
、
そ
の
後
の
経
過
が
示
す
よ
う
に
、
「
左
派
」
の
完
全な成案ではなかった。しかし、この三案は、のちの無廠政党三派雌立の原型をなすものと一一一一ｍえるので、その内容
およびこの三案をめぐるいささか緬竣した関係について、少し詳しく触れておくことにしたい。
〃
戒
孫
翻
条
〃
は
、
依
然
と
し
て
、
「
産
業
の
振
脚
Ｃ
「
分
配
の
祁
轆
皿
」
を
う
た
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
、
大
川
郁
夫
の
〃
政
減
綱伽染〃が加味されたほか、「今川雑村川皿の特に菰要なる珊怖にある恥に鑑み」て、〃艇村細械〃が付されたも
〃藤井案〃は、結成されるべき無産政党を「Ⅱ本民衆化」と呼び、「吾等の要求すべきものは、憐利的企業の繁
栄に非ずして、自然的及び社会的諾源の迦常を民衆政淌のために祓接布効に統制することである」としている。そ
のため、「銘し当り」の婆求として掲げられたのは、経済的には「土地、地力及び飛木的雄業機側の公有」であ
（５）
り、政淌的には「給安維持法典他社会迦動の障聖口となるべき一切の法令撤廃」であった。
〃佐野案〃は、結成されるべき無産政党を、「階級闘争の原則の上に立って……完全なる解放のための任務を遂
●
●
●
●
行する機関」とし、それを「川本無産者党」と呼んだ。この党が、「階級利益の完全なる笑現に導く先要条件」と
して挙げたのは、．、封建的勢力に対する抗争。二、帝国主獲プルジ劃アジーに対する闘争」などであり、行勅
（６）
綱領の諸項は、「右の当而の任務を遂行するための」もの、とされていた。
（７）
八月二一一一日の迎合委員会で、〃高橋案〃は「一蹴」された。島中雄三は、「私迷の心は、既に此の時政治研究会
（４）
のであった。
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〃綱領草案本部案〃が〃東京評議会案〃と入れ替った理山は、佐野文夫の起草になるその内容が、原則綱領と最
小限綱領、および、それらと行動綱領との関係を区別せず、協同戦線党観点を備えていなかったからであった。東
京評議会提川の〃綱領草案〃には、つぎのような一節がある。「来る可き無産政党の綱領は所謂原則綱領、宣伝綱
領或は最高綱領たるべきではないと同時に叉所謂約束綱領、要求綱緬或は最低綱領たるべきでもなく行動を以て腱
（皿）
得し発展せしむ可き大衆当面の要求題目を掲げたる行動綱領でなければならぬ。」
この東京評議会提出の〃綱繊草案〃は、「建設さるべき無産政党の一般的性質」を、「労働者及び農民をその政
治的闘争に於て結束する大衆的組織である瓢」としていた。また、「建設さるべき無産政党の雑木的任務」として
は、〃佐野案〃で「先要条件」・「当面の任務」とされていた「封建的勢力に対する抗争」が節一に取り上げられ、
釣このス画－ガンは「無産階級運動に対する一切の障害の排除」となっていた。〃佐蝿案〃における「帝国主義プ
政治研究会における「大衆政党」の構想
一一一一一一
〃規約草案（錦木案
事態が生じている。
を離れた」としている。
ここで新たに起草委員として選ばれたのは、藤井伽、佐野文夫、鈴木茂三郎である。鈴木は、口身で〃規約草
案〃を作成する一方、「藤井案を骨子としたものを綱領の草案に政研をまとめようと考えて努力した」が、成功し
なかった。佐卿は、「目案以外のものとの妥協を畝強に施否」し、・調携委員会は、佐野案を「鯛呑み」することに
（９）
なった。
一九二五年九月四日、全国特別委員会が開催されるにいたったが、ここでは、本部案の〃綱領草案（佐野案）〃
加約草案（錦木案）〃がともに承認されるにいたらず、「左派」の東京評議会案が可決されて本部案になるという
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政治研究会における「大衆政党」の構想
一二四
ルジョアジーに対する闘争」は消えている。〃行動綱柧〃としての「当面の闘争題目」は、浴安維持法の撤廃、緋
（、）
作
椛
の
確
立
、
八
時
間
労
伽
制
、
な
ど
で
あ
っ
た
。
．
〃佐畔案〃に〃東京評識会案〃がとって緋っ大絲紳は、一児、〃佐野案〃の前文を「撤回」して、行勅綱領部分
のみを前而に押しⅢした感があったので、ここから、〃化断案〃Ⅱ原川綱領、〃東京評議会案〃Ⅱ行動綱航、という
（吃）
誤解を生じ、これが、のちに、農民労働党錐不止の川災の一つとして使川されることになる。
この全凶特別委員会で注目されるべきは、綱領の問題とともに、政淌研究会としてはじめて無産政党の党榊造の
問題が取り上げられていることであり、その際、鈴木茂三郎起草の〃規約本部案〃が否決された点である。政治研
究
会
は
、
こ
れ
ま
で
、
無
産
政
党
の
綱
領
の
み
を
問
題
に
し
て
き
た
。
無
産
政
党
の
党
構
造
を
い
か
な
る
も
の
と
す
る
か
は
、
政
論
研
究会自体の構造をどのようなものにするかという問題で代位されてきた。政治研究会が、結成されるべき無産政党
の面接的な「組織母胎」となり得ないことが明らかになった時、はじめて、無産政党の〃規約〃が検討されること
になったのである。
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全凶特別委且〈琴で可決された〃無産政党組織大綱案〃
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〃本部案〃の側からする〃修正案〃反駁の雑木的立場は、「協同戦線党」論にあった。「協同戦線として生れた
る政党は、政党の行動そのものが必らず協同戦線としての行動でなければならず、そり為には、党糺繊そのものが
協同戦線でなければならぬ」とするのがその骨子であった。「班の闘争だけで、多数の組織体（紅令等）が大衆的
（ママ‐〉
に協同し得る」状勢にない以上、「上と下から両方からの協同戦線が必要」であり、そのため、「班の党闘争によ
って下から協同すると同時に、一切の組織体（組合等）相互を緊密に結びつけ上からの協同を図る必要」がある。
「若し今日斑文の闘争で協同戦線が出来るとすれば、此の政党は一の前衛党である。之が現実上の可能性を失って
ゐることは言う迄もない。寧ろ我汽は此の可能性を失わしめてゐるところの諸条件即ち階級の未熟（組合の貧弱に
政治研究会における「大衆政党」の櫛想，
一二七
されることを企図するものであった。この企図は、結局、失敗に終っている。
〃修正案〃の〃本部案〃批判、換言すれば「産業的仙人単位主義」の「個人単位、団体中心」構想批判、の要点
は、労働組合が「大会代議員選出の際にのみ党と直接関係あるのみで、平時に於ては党の活動に関して特定の地位
を有していない」ことを指摘するにあった。すなわち「組合は党の、常闘争に於ける組織単位ではなくて、大会構
成の際に於ける選挙母胎としてのみ規定されているから、之を組織上の単位とするは矛屑である」とするものであ
った。また、労働組合を党の日附闘争の組織単位とすると、組合ｎは日附の政党の祇肋にあたって「組織恥位たる
．
，
．
Ｉ
１
組谷内に組合且として、又同時に班貝として班に活動する」ことになる。さらに、シ」うなれば、「一個の人間が同
時に二個の活動をする」ことになるだけでなく、「組合内に於て活勅する方がより便利であり、自己の細谷に有利
で
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して不統一）を確然と認識したが故にこそ、階級形成の為に一つの政党を作ろうとしているのではないか。……此
（別）
の点の認識の差異にこそ、修正案との根本的見解の相違点が横はってゐるのｗ江。」
鈴木茂三郎は、のちに、〃修正案〃のほうが「共同戦線党」案であったのであり、〃本部案〃が前衛党そのもの
（
密
）
・
を意図するものであったかのごとくに記述しているが、事実はまさに逆なのであった。
この大会で、尚巾雌三、尚橘砲吉等は中央委貝の地位から去る。このあと、政淌研究会の斌要な活釛舞台は無産
（濁）
政党組織雌術委貝会となるが、そこでの政治研究会の一一ｍ肋は、評議会と「完全なる共同戦線」を張るものであった。
一九二五年一一月、政治研究会中央委員会は、「今や政治研究会は、政党紡成促進の当而の任務はこれを完全に
右準備会の中に融け込ませ、最早や如何なる意味に於ても雌独なる政党準備団体ではなくなった」として、「本会
（幻）
は既に大衆的教育団体である」との新方針を明らかにした。共同戦線党の観点からすれば、ｎ本農民組合の〃提
議〃がなされたあとの段階では、政治研究会は、もはや、その意義を失った存在でしかなかった。すでに、「個人
（魂）
抓仙」主義の榊想を否定し去った時、「独立政党」としての政沿研究くまへの期待は完全に失われ、「左派」の、政
淌研究会を大衆教育川棚へ転身させようとする方向づけがなされていたと兄ることがⅢ来よう。
島中雄一一一が政治研究会を脱会したのは一九二五年一二月であった。鈴木茂三郎は「さらに頑張りつづけ」ていた
が、一九二六年三月、大山郁夫・黒田寿男等と「大衆」同人を形成、雑誌『大衆』を発行するに至る。ここでク鈴
（羽）
木は、「共産党との対決の腹を決め．…：共産党系に対抗しておもむろに理論闘争を展開し始め」たのであった。一
九二六年四月、鈴木、大山、黒田等は政治研究会を脱会した。政治研究会が大衆教育同脱に改組したのは一九二六
九二六年四月、“
年五月であった。
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政府の〃普選実施声明〃に触発され、「節一次共虚党」後の合法政党主旋に勢いを併加された形で、インテリゲ
ソッィァ染川としての無産政党結成に取り組んだ政淌研究会は、まず、結成されるべき無産政党の臓接的な「組織
母胎」たろうとする榊想の拠折を経験しなければならなかった。無産政党結成のイニシアティーヴを農民肌合・労
仙組合にゆずったのちは、「組織母胎」構想は、「個人叩位主義」の構想として残っていたが、それもやはり、政
淌研究会の〃統一染〃となることすらⅢ来ずに、消え去らねばならなかった。
（卸）
今世紀初頭の社会主雄政党（社会民主党、川本社会党）の場合には、「士心土仁人」の「徒党」という榊想が災現
し、それが労働運動に対して一定の役割を果すこともⅢ来た。しかし、一九二○年代においては、労伽識・腿氏の
階級的自覚、ことに政治的成長には目ざましいものがあり、かてて加えて、普選の実施という客観的条件もあっ
て、インテリゲンッィァ独自の結党計画は許されなかった。政治研究会における「組織母胎」構想の挫折、「個人
単位」主義の敗退は、階級観点を失い、大衆政活状況を誤診した革新的インテリゲソッィアの破産の一例を示して
いると言えよう。
（３）谷政沿研究会の全山に撤すＩ来るべき緊急全国大会を前にして１．（政淌研究会東京椰錨会、一九二五年八Ｎ発行のピ
フ）および『鱸瀧者新聞』鋪－ザ一九二五年九Ｎ二日、参照。
（４）簡橘旭志。妊娠政党綱伽私衆，鵬噸別。
（５）雌井悌・紙潅政党綱餌私案。鴎が剛。なお「Ⅱ水凶衆党」という呼称に対しては、次のような批判がなされていた。す
なわち、「・民衆。といふ字は漠然過ぎて旧り小プルジ副γまで包含させる恐れ」がある。「来るべき戎狩の政党の名伽は、
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（１）。姉三川中央常征委瓜会報侍グ（『岬淡会溢料Ｌその一、六三ページ）。
（２）『凪衆政桁Ｌ飾山サ、一九二流年七月一五Ⅱこれと共に、川中は、『政紬研究』の細典武低満の地位を商岬火にゆず
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而航川口に『無脈稀党」とすぺきだと傭ずる。紙脈階級の党といふ感じをⅥ感ずることの出来るものであることは絶対に
必喫だ。」この頃、武麟山沿が「然逝政党は紙雌という渦を除けなくてはいけない。この嵩集は隣級対立、附級側軌を激
旗する恐れが羽る」と述ぺていることが、との党名問題の背離にあるのであった（『無産者新川』飾一鯵、一九二五年九
月二○Ⅱ）。
（６）協酬会、加掲『岐近の社会迎助』五四九Ｉ加批○ページによる“鈴木茂三邸は、◇佐野衆・と．麟井衆・は、「脈川綱
伽と行勘納伽の二つに分ける」という力法をとっている点で一致している、としている（伽掲『ある社会主義洲の半生』
一六七・ヘージ）。これは、雛かしい・◇佐野衆，の場合、川当に城川的なスＭ１ガンが、「先要条件」「当面の価務」と
されているところにこそその特徴がある。
（７）鈴木、前掲「政沿研究会の歴史的任務」、三二○ページ。
（８）川中、前掲〃我等の立賜を声明すク。
（９）節水、加掛『ある社会主義右の半生』、一六七ページ。何「政沿研究会の雌史的征務」、三二○ページ．
（、）抄派産政党網伽大綱案・鵬写別。この來求梛縦会拠川の◇綱飢餓衆。は、後川の◇規約草案。とともに、Ⅱ本共殴党
「再建ピュー〃－」の脂示に離づくものであったとする陳述がある（公安調査庁、前掲『Ⅲ本共産党史（帆伽）』九一ペ
ージ参照）。
（ｕ）布川。
（⑫）鈴木、仙掲「政締研究会の雁史的価務」、三一九ページ参照。
（邸）鈴木、加州◇規約火緬草案に対する愈几洲診。。
（ｕ）・無脈政党脚約ノ大綱－本部調森委ロ会衆’ずＷ剛コピィ。
（脳）鈴木、加掲◇規約大綱草案に対する怠見謝診。
（畑）鈴木、伽楜「政胎研究会の膝史的舵務」、三二一ページ。
（Ⅳ）ひ雛箙政党細微大綱衆ｌ政研東京郷鱗会案１，糊図コピィ。（ｕ）と組みになっている。
成
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（畑）『労働新聞』、「無灘政党分」、一九二五年八川八Ⅱ付珍外。この砂外に閃迦して、次のし
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次のような陳述がある。
お
そ
ら
く
は
、
大
会
強
料
と
し
て
作
「剛体雌位を
､
＝■
４．１７ｍ■
＿’。，ｂ
》
原則とし、偶人川人も似める」という組繊瓜川を中心とする「秤処ピューＭ１」のヶ加肱玖冗に関する刀針，を、「広汎
に肌布」することを決めたのは、徳川球一と「駄Ⅱ。、、、ソテルン代表ヤンソン」であった（公安調立庁、伽燭『Ⅲ水共滋
党史（戦前）」七七’七八ページ）。評議会は、飢立大会以降、「個人単位」説を表明して来た。したがって、この『労働
新聞」号外における「個人歎位、団体中心主義」への転換は、一見、飛躍であったかのごとくに見える。
（四）拙稿「農民労働党の党柵造」（「労働運動史研究」三八号）を参照されたい。
（犯）『無瀧者新聞』鋪一牙、一九二五年九月二○Ⅱ。もっとも、このような脂掴は、「側人加蝋」櫛魁派の場合にも兄るこ
とができる。「几そ雌脈政党の組織に抗ては、外側の価例ばかりを雌の侶典似ることはⅢ来たい。否な危険さへある」（鈴
木茂三郎伽濁「独逸社会田主党の組織」）。
（皿）『紙販打新川』蛎三砂、一九二瓦年一○Ⅱ一孔Ⅱ。「
（”）・・政満研究会大阪十四年皮全凶大会捉川議案”鵬がⅢ、による。
（鋼）◇無産政党組織大綱に側する政研草案に対する修正並に激見識ＨＩ修正案拠出東京狗志Ｉ・臨写別、一九二五年九月二
二日付。
（鰹）◆修正案の根本的誤謬ｌ政研有志１ｆ鵬写刷。ここで前衛党と区別された共同戦線党の党構造が特に追求されている点
は戯塑であろう。当時の「左派」の脂導理念とは、「山川イズム」にほかならなかった。
（郷）鈴木、加川「政論研究会の腿史的任赫」、三二一ページ。・鈴木は、すでにこの時Ｍから、山川均の柵旭に、Ⅲ洲するよ
りは、むしろ、対血する存在であった。
（妬）麻生、加剥『無脈政党とは何ぞ』、二一一九ページ。
（”）〃政満研究会の征務に側する要綱Ｉ中央委瓜会Ｉ紗一九二五年一一月一山Ⅱ、腿が川。
（躯）前掲『労働新聞』号外、「無澱政党号」。
（羽）鈴木、前掲「ある社会主義者の半生」、一七○．ヘージ。雑誌『大衆』で、鈴木は、山川との理論的対決をも行なっている。
（釦）明治三○年代の社会民主党、岡本社会党の「徒党」（８宮ご性は、その党構造を見ることによって明らかである。沙社
会出主党“川。には、党の組織、機構に側する規定が全く凡当らない（岸本英太郎洲『明治社会遮釧思想』背本文叩、
上、一六七ｌヱハハページ）。，Ⅱ水社会党だⅢ。には、「文部は使立洲地力に慨く」という鼬だがある。しかし、これら
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蒋迦選挙制の笑施・大衆選挙の災現に対応する無股政党の結成は、日本農民組合の提識による無産政党組織準伽
委員会によってなされた。一九二五年一二月一日結成の農民労伽党（結党式後二○分で結社禁止）がそれである。
政治研究会における無産政党の結成雅備は、この農比労働党形成史の一端をなすものであった。したがって、政
淌研究会における無産政党党榊造の榊想は、幾氏労仙党の党榊造を評価する視点から意味づけられなければならな
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政沿研究会における「大衆政党」の栂恕
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の「文部」は、せいぜい一三ないし一五を数えるにすぎなかった。しかも、これらの「文部」はすぺて、「あかつき」「ほ
の低」「社会主義協会」などという独日の呼称を付っところの「クフプ」であり「茶話会」であった（片山満『Ⅱ水の社
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、のｆ」よ会研か産成司型ｊｌ＆が会つ氏究ら政の佃の氏なにて主会、党榊人大
として表面化していた。政治研究会と無産政党組織碓伽委貝会においては、理念的、実践的という二麺の意味で、
文部機榊が切災な関心の対象となっていたのである。一九二○年代、辨通選挙制皮災施という岩槻的条件が与えら
れている状況にあっては、それに適応して形成される労伽者・農民の党は、必然的に支部機榊を備え、「大衆政党」
（１）
を士心向するヅｂのであった。
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性の護抑であろう。
以上においては、
政治研究会における「大衆政党」の榊想
一
三
四
とのような経過は、わが国における大衆政党の形成が、あれこれの、いわゆる大衆政党の型なるものへの帰着を
許さないほど、独脚的であり刎造的なものであったことを示している。われわれが政桁研撫筌における無廠政党結
成雌伽を含む農比労働党の形成過侃で、何よりも論、し、誹価すべきは、このような逸榊造樅築過職における創意
以
上
に
お
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て
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、
分
析
対
象
が
、
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民
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働
党
の
形
成
過
腿
、
そ
れ
も
、
そ
の
前
半
の
部
分
に
限
定
さ
れ
て
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た
た
め
、
形
成
さ
（３）
れ大大衆政党におけるリーダーシッ．フ所在の状況を確かめるという肌味ある川越点を追究することはⅢ来なかっ
た。鵬凡労働党が禁止されたあと、再び無服政党の結成が試みられ、折しい階構造の柵築がた・右各派の立場から
すすめられることになる。その緋果、一九二六年中には、労働農民党、社会民衆党、日木労農党という無産政党三
派の原型が確立されるに至る。わが国における大衆政党内リーダーシップ所在状況の問題は、この段階ではじめて
分析可能となるであろう。
（１）十九枇紀以降、数次の遡齢法の改正とそれに仲なう大衆政治状況の腿附は、これに適応する党柵造の変醜をもたらすこ
とになった。この変貌は、「名望家政党」から「大鞭政党」への転化として定式化されている。政党論は、これまでの
「公党」規定をめぐる概念論議の段階を超克し、党構造分析を韮軸とする「大衆政党」論を展悶することになった。
この「大衆政党」論の系湘においては、社会民主主義政党は、「文部の社会主義政党」として、。Ｉカスの紳部政党」
「細胞の共沌党」「戦隊のファシスト党」に対趣されている（冨・、ロ剣の侭§勺・員８］国外】・の即昏の】吋○Ｈ恩日悩回・口：』
し、爵［目口仔の嵩８．３の月Ｐ巳段‐□’５。あるいは、砿会労働党の脂卿椛の下で「投卿凹川代川機関」として機能す
る「無倣労働の巨大な貯蔵叩」としての支部組織が、その悩造的特質として州揃されている（”・円・旨。【の：⑪国叺蝕の・け
弓・］嵐８－勺日國・の鞆昏のロ艇氏ず息・ロ・【勺・司閂鼻匡口岳①○・コの。…蔑ぐ：且ぽず・日勺貝ｑ・巳３℃・曲、．□．、忠）。
もっとも、デニヴェルジェの場合、「大衆政党」とは社会民主主義政党の別名にほかならないが、マッヶンジーの勘合、
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（３）大衆政党論の系譜においては、党下部機構の充実に伴なう党内リーダーシップ所在状況をめぐるオストロゴルスキーｉ
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に
対する遡齢Ⅸ党による一般的岬税制」が絲迦的となっており、選齢民一般に対して洸務を負うぺきという識会制出兆兆義が
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ロ
ゥ
エ
ル
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
オ
ス
ト
〃
ゴルスキーの恐れ」は化愛であったｃ識会党に対する訓－カスのコント〃－ルは、はっきりと失敗したのであった。（氏・
旨ｏ屍の§の》・勺・、斧．．ｇ・ｍｌｓ）
オストＭゴルスキーー〃ウエルの論争は、Ｒ・、、、ヘルスの「駆頭制の鉄則」の鱗だと、この副砧川」に対するデュヴェ
ルジぞマッケンジーの対立した理解という形で、今日も続けられていると見るぺきであろう。
（２）デニヴニルジェは、ソフンス社会党を、入党申込秘にサインし、党災を払い、加川的に地力支部の災会に川席する個灯
の党貝によって椛成されている「直撰的な党」であるとして、労働組合・協川組合・知識人グループなどによって柵成さ
れている「川撰的な党」としてのイギリス労働党と区別している（ロ日⑦碕図。ｂ・日什．．□．⑪）。同じ鮫な視点での、ドイ
ツ社会民主党とイギリス〃働党との比較としては、㈲・ゴ「の脚けＢＢ９．勺◎列ｎ日行。【倖の博詮◎日烈月ｑ》Ｈ＠Ｂ・・厩勺・円・が
ある。
「大衆政党」としての党柵避の側面では労働党も保守党§全く何仇とされる、というような「大衆政党」概念をめぐる理
解の迷いがある。しかし、一応は「大衆政党」を、大衆遡粘に対応する支部糾織という柵造的特虹にわいて捉えることが
たい。
可能であろう。
このような、作業仮説的意義を持つ理念型としての大衆政党概念の使川が、レーニンの社会民主主義論による、リーダ
ーの指導理念からする社会民主主義政党分析の方法と、どのようにかかりあうかについては、別の機会に論じることとし
政治研究会における「大衆政党」の櫛恕
〔付記〕以上で便川した資料の多くは、法政大学大原社会問題研究所所蔵のものである。
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